
令和 7 年 2 月号 

 

分
苑
長 

 
 
 
 
 

睦
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

早
く
も
新
年
よ
り
三
週
間
が
過

ぎ
、
今
日
は
睦
月
の
月
次
祭
を
皆

様
方
と
執
り
行
わ
せ
て
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
年
祭
に
は
若
い
人
達
も
参
拝

に
来
て
頂
き
、
雰
囲
気
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
元
旦
当
日
か
ら
、
能

登
半
島
大
地
震
・
羽
田
空
港
で
の

民
間
機
と
海
上
保
安
庁
機
と
の
衝

突
炎
上
と
痛
々
し
い
出
来
事
が
発

生
い
た
し
ま
し
た
。 

天
候
も
昨
年
末
よ
り
正
月
三
が

日
は
、
こ
の
地
方
で
は
好
天
に
恵

ま
れ
各
地
へ
行
か
れ
た
方
達
も
お

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

十
日
に
は
初
雪
が
舞
い
、
一
時

は
積
雪
す
る
よ
う
な
降
り
方
で
し

た
が
、
お
陰
様
で
昼
に
は
雪
も
止

み
一
安
心
い
た
し
ま
し
た
。 

節
分
人
型
活
動
を
展
開
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
二
月
一
日
土
曜

日
、
月
始
祭
後
に
は
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
日
に
は
必
ず
、
分
苑
へ
届

け
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
日
に
は
月
始
祭
と

節
分
大
祭
遥
拝
祭
を
行
い
ま
す
。 

節
分
大
祭
に
参
拝
さ
れ
な
い
方
は

是
非
分
苑
で
、
ご
参
拝
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

二
月
の
行
事
と
し
ま
し
て
は
、

九
日
十
四
時
か
ら
会
計
監
査
お
願

い
し
て
、
十
九
日
の
月
次
祭
の
後
、

令
和
六
年
度
の
決
算
の
総
代
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。 

事
務
所
の
棚
に
総
代
会
の
案
内

を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

二
月
二
十
三
日
日
曜
日
に
は
、

教
本
三
級
の
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

掲
示
版
に
、
申
込
表
を
張
り
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
よ
り

教
本
講
習
会
は
一
日
だ
け
の
講
習

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
以
前
、

取
得
し
た
け
れ
ど
ま
た
復
習
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
も
歓
迎
い
た
し

ま
す
。 

本
日
は
、
前
田
特
派
に
お
香
良

洲
神
社
の
今
後
の
状
況
に
つ
い
て

講
話
を
し
て
頂
き
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

現
在
、
全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
日
常

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
手
洗
い
・

う
が
い
等
を
励
行
し
て
、
日
頃
よ

り
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
頂
き
、

先
ず
は
、
人
型
活
動
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン

コ
ン
。 

行
事
報
告 

●
新
年
祭 

一
月
一
日
（
日
） 

参
拝
者 

四
十
二
名 

斎
主 

 
 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 
 

石
原 

松
生 

祭
員 

 
 

天
野 

芳
幸 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

茂 

典
礼
長 

 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

岡
田 

幸
子 

進
行 

 
 

堀 
 

宜
雄 

併
せ
て
、
成
人
式
祝
詞
が
奏
上
さ

れ
、
祭
典
後
に
本
部
直
心
会
か
ら

の
記
念
品
・
分
苑
か
ら
の
お
祝
い

の
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
新
成
人
の

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
成
人 

神
ノ
倉
分
所 

 

中
野
さ
く
ら 

神
ノ
倉
分
所 

 

菅
原 

哲
彦 

神
ノ
倉
分
所 

 

藤
沢 

良
智 

●
月
次
祭 

 

一
月
十
九
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
一
名 

斎
主 

 
 

高
嶋 

善
雄 

祭
員 

 
 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗

祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

仙
頭 

志
音 

祭
員 

 
 

永
島 

 

昶 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

茂

裏
方 

 
 

森 
 

満
政 

裏
方 

 
 

伊
藤
久
仁
男 

典
礼
長 

 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

佐
古 

美
鈴 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤
恵
美
子 

進
行 

 
 

青
山 

将
士 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

む
つ
き 

玄関前の満天星（どうだん） 

つつじの雪景色 



令和 7 年 2 月号 

 

引
き
続
き
「
お
香
良
洲
神
社
祈

念
碑
建
立
、
除
幕
の
儀
に
つ
い
て
」

前
田
特
派
よ
り
、
当
日
の
動
画
を

も
と
に
説
明
・
紹
介
が
あ
っ
た
。 

行
事
予
定 

二
月
十
六
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

総
代
会 

（
令
和
六
年
度
決
算
報
告
） 

 

二
月
二
十
三
日
（
日
） 

教
本
三
級
認
定
講
習
会 

三
月
一
日
（
土
） 

月
始
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

三
月
一
日
（
土
）
・
二
日
（
日
） 

東
海
サ
ミ
ッ
ト
（
岐
阜
主
会
） 

会
場 

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
春
日
井 

忍
び
草 

神
ノ
倉
分
所 

本
間 

静 

毘
女 

享
年 

九
十
四
歳 

令
和
七
年
一
月
一
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

 

【
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
】 

 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

『
歌
は
世
に
つ
れ
・
世
は
歌
に

つ
れ
』
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
の

専
属
司
会
者
、
玉
置
宏
さ
ん
の
名

調
子
で
あ
る
。 

ひ
と
昔
前
は
イ
ン
ト
ロ
が
流
れ
る

中
、
こ
の
名
調
子
と
歌
詞
の
サ
ビ

の
情
景
を
語
り
『
歌
う
は
演
歌
の

歌
姫
〇
〇
さ
ん
で
す
』
と
続
く
。 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
浮
か
ぶ
華
や

か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
歌
手
に
、

目
は
釘
付
け
に
な
り
歌
声
に
酔
い

し
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 

じ
い
じ
は
文
句
を
言
う
わ
け
で
な

い
が
、
最
近
の
ア
イ
ド
ル
達
は
動

き
回
り
、
踊
り
ま
く
り
、
や
た
ら

横
文
字
の
歌
詞
を
区
切
り
お
か
し

く
歌
っ
て
い
る
。 

目
は
疲
れ
る
し
耳
は
痛
く
て
と
て

も
つ
い
て
行
け
な
い
。 

昔
の
歌
は
良
か
っ
た
と
、
お
も
わ

ず
口
ず
さ
む
『
時
の
流
れ
に
身
を

ま
か
せ
ー
♫
』『
知
ら
ず
知
ら
ず
歩

い
て
来
た
ー
細
く
長
い
こ
の
道―

♫
』『
で
こ
ぼ
こ
道
や
ー
曲
が
り
く

ね
っ
た
道―

♫
』 

歌
と
共
に
七
十
五
年
の
人
生
を
振

り
返
る
と
、
喜
怒
哀
楽
の
情
景
が

走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇
り
、
目
が
潤

ん
で
く
る
。 

昭
和
二
十
四
年
に
生
を
う
け
、
昭

和
は
、
就
学
・
就
職
・
結
婚
。 

じ
い
じ
た
ち
の
新
婚
早
々
は
テ
レ

ビ
は
白
黒
、
冷
蔵
庫
も
エ
ア
コ
ン

も
無
か
っ
た
、
安
月
給
な
が
ら
ロ

ー
ン
で
冷
蔵
庫
を
買
っ
た
り
し
て
、

少
し
づ
つ
人
並
み
の
生
活
に
近
づ

い
て
い
っ
た
。 

そ
し
て
子
育
て
、
子
供
達
に
は
お

古
を
着
せ
、
新
し
い
服
は
買
っ
て

上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
で
も
三
人

と
も
素
直
な
子
に
育
っ
て
く
れ
た
。 

平
成
に
な
っ
て
三
人
の
娘
が
嫁
ぎ

九
人
の
孫
が
授
か
り
、
令
和
に
な

っ
た
今
、
孫
た
ち
は
社
会
人
二
人
、

大
学
生
三
人
、
高
校
生
二
人
、
中

学
生
二
人
に
な
っ
た
。 

『
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
ん
も
ん
だ

ー
♫
』・
・
も
う
少
し
人
生
の
旅
路

は
続
く 

    

 

教本 3級認定講習会の開催について 

1．日時・場所  平成 7年 2月 23日（日） 8：30（受付） 9：00～16：30 名古屋分苑 

2．スケジュール 分苑掲示プログラムを参照 

（実践リーダー教本「初級編」に基づいて実施、教本は分苑で購入できます） 

3．講 師  堀宜雄・妹尾正治・山田謙三 特任宣伝使 

4．持 ち 物  筆記用具 教本「初級編」 

5．参 加 費  昼食代 500円をお願いします。 

5．そ の 他  令和 6年より教本講習は 1日のみになりました。 

           


